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(6)アザメ新聞 

Vol. 発刊日 タイトル テーマ・キーワード
1 平成13年12月27日 第1回検討会(H13.11.6) 自然再生事業って何？

第2回検討会(H13.11.19) 再生事業勉強会
河川環境再生シンポジウム(H13.12.9) 生態系を蘇らせるために
第3回検討会(H13.12.19) シンポジウムと今後の進め方について

2 平成14年2月1日 現地見学会(H14.1.25,27) 現地を見て今後の話を進めよう
アザメの瀬事業を行うにあたって 現地見学会参加者及び老人会の意見

3 平成14年4月10日 第4回検討会(H14.2.1) アザメの瀬自然再生事業の理念を提案
第1回代表者検討会(H14.2.15) 全体図面の意見交換
第2回代表者検討会(H14.3.11) 全体計画図の素案固まる

4 平成14年6月17日 第5回検討会(H14.4.13) アザメの瀬自然再生事業の構想原案の提案
今後の調査 シードバンク調査について(目的と方法)

5 平成14年7月4日 自然再生事業シンポジウム模様の紹介
(H14.6.22,23)

自然再生の理念や実際の進め方、応用生態工学
の役割

シンポジウム前日の現地見学 松浦川に棲む魚たちをみてみると題した現地見
学会

6 平成14年8月27日 第6回検討会開催(H14.7.16) 各関係機関への事業説明報告、今後の調査内容
の説明、アザメの瀬の除草について、シードバ
ンク調査について、事務所作成の原案(平面図、
横断図)の説明

第7回検討会開催(H14.8.20) アザメの瀬計画平面図・横断図に対して率直な
意見交換、地層調査の説明、魚介類・植物類調
査の結果報告

魚類調査の状況(H14.8.1) 魚類生息環境調査(電気ショッカーにて)
7 平成14年9月3日 地層調査実施(H14.8.22) 地層調査の実施について(堆積環境の変化を明ら

かにする)
シードバンク調査のその後 シードバンク調査経過報告
第8回検討会開催(H14.8.26) 講演会(環境にやさしいトイレ、ビジターセン

ター、湖内浄化と湿地浄化)
第6回検討会のアンケート結果 第6回検討会のアンケート結果報告
シードバンク調査での新たな試み
(H14.8.22)

地層調査で採取した土を使用したシードバンク
を実施

8 平成14年10月7日 第9回検討会開催(H14.9.11) 地層の結果報告、シードバンクの新たな試み
第10回検討会開催(H14.9.27) 現地見学会及び講演会・討論会の実施

9 平成14年11月26日 第11回、第12回検討会開催 動き出したアザメの瀬、ビジターセンターを建
てる？

シードバンクの新たな試み シードバンクの同定作業実施(H14.11.12)
地層調査の結果(速報) 地層調査結果の速報を報告

10 平成15年1月28日 第13回検討会開催(H14.12.2) アザメの会誕生、地層調査最終結果、シードバ
ンク調査箇所選定報告

第14回検討会開催(H15.1.16) 町道付帯について、案内看板(案)の紹介
11 平成15年4月18日 第15回検討会開催(H15.2.4) 工事の現状報告、今後の事業計画、今昔につい

ての聞き取り
第16回検討会開催(H15.2.13) 前国土交通省河川局長竹村公太郎氏による講演

「川と人間」
アザメの瀬活動開始！ アザメの瀬のすばらしさ、意義等を幅広い方々

に説明
第17回検討会開催(H15.3.27) 公募研究者の決定、アンケート調査の案内

12 平成15年6月25日 第1回アザメの瀬研究会開催(H15.4.21) 公募研究者による現地視察と意見交換会
第18回検討会開催(H15.5.8) 仮説ビジターセンター内の展示、案内板設置、

アザメの瀬の整備について
第19回検討会開催(H15.6.5) 案内板設置、工事の実施状況報告

13 平成15年8月1日 アザメの瀬出立式(H15.6.29) 出立式の紹介
公募研究の内容について Vol.12で紹介した公募研究の詳しい内容
第20回検討会開催(H15.7.9) 現状の問題点の把握と対策、橋改築、付帯道路

の舗装について
14 平成15年10月1日 第21回検討会開催(H15.8.5) 子供たちを集めての検討会(環境学習に近い)

第22回検討会開催(H15.9.4) 公募研究者の近況報告、プレハブ内の備品につ
いて、下流側の残地部の整備、今年の工事内容
について

15 平成15年11月14日 第23回検討会開催(H15.10.6) 現状の問題点や課題について
アザメの会、堤返しを実施(H15.10.12) 堤返しの実施
九州川のワークショップin宮崎
(H15.10.25～26)

ワークショップの報告

第24回検討会開催(H15.11.11) 全体整備計画図の新たな構想の説明
16 平成16年3月2日 第25回検討会開催(H15.11.25) アザメの瀬クリークと湿地の平面位置について

アザメの瀬トレンチ調査実施(H15.12.9) トレンチ調査(素掘り)による地下水位状況の確
認

第26回検討会開催(H16.1.9) ビジターセンター施設見学、モニタリング道路
の設計について

17 平成16年10月12日 第27回検討会開催(H16.2.5) 施設見学会の報告、環境学習施設に対する意見
抽出

第28回検討会開催(H16.3.2) 近況報告と環境学習施設の方針の議論
アザメの瀬研究発表会(H16.3.18) 公募研究の成果、現状報告等
第2回イダ嵐見学会(H16.3.21) アザメの瀬でイダ嵐(ウグイの産卵遡上)の見学

会  
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Vol. 発刊日 タイトル テーマ・キーワード
18 平成16年11月11日 第29回アザメの瀬検討会(H16.4.14) 現況の報告、ビジターセンターの間取り確認、

今年度工事内容
皇太子殿下アザメの瀬視察(H16.4.24) 皇太子殿下のアザメの瀬視察報告
第30回アザメの瀬検討会(H16.5.27) ビジターセンター施設整備の検討(トイレ)
アザメの瀬シンポジウムの開催
(H16.5.29)

アザメの瀬シンポジウム「自然再生事業におけ
る市民参加」

第31回アザメの瀬検討会(H16.6.24) トイレの施設見学
19 平成17年3月31日 第32回アザメの瀬検討会(H16.7.22) 外来種対策、全国川の日ワークショップ

(H17.7.10～11)参加報告
川遊び～アザメの会主催～(H16.8.20) 川遊びのイベント開催
第33回アザメの瀬検討会(H16.8.26) 魚の産卵調査

20 平成17年3月31日 第34回アザメの瀬検討会(H16.9.29) 整備の中間分析報告・環境学習施設の計画変更
後の平面図の説明

堤返し～アザメの会主催～(H16.10.11) アザメの会主催の堤返しの報告
第35回アザメの瀬検討会(H16.10.28) 環境学習施設の利用、水供給の検討内容報告、

工事等について
第36回アザメの瀬検討会(H16.11.25) 学習施設の景観、町道、電柱について

21 平成17年3月31日 第37回アザメの瀬検討会(H16.1.25) 湿田、トンボ池等の規模、個数の確認及び今後
の利用について

第38回アザメの瀬検討会(H17.2.24) 平成17年度の整備内容について現地説明会の実
施

「平成16年度 アザメの瀬研究報告会」
(H16.3.10～11)

研究者報告会、現地見学会

第3回 イダ嵐見学会(H17.3.20) アザメの会主催のイダ嵐(ウグイの産卵遡上)見
学会

22 平成17年8月25日 第40回アザメの瀬検討会(H17.4.27) 平成17年度の工事内容について議論
第41回アザメの瀬検討会(H17.6.7) 環境学習施設名に関する意見交換、階段の位置

について
第42回アザメの瀬検討会(H17.7.26) 施設名(仮称)決定及び施設内展示パネル内容と

展示物設備のアンケート調査
23 平成17年度 第43回アザメの瀬検討会(H17.8.24) 整備計画及び学習センター内の整備方針につい

て
第44回アザメの瀬検討会(H17.9.21) 今年度の工事箇所及び掘削土の搬出経路の説明
第45回アザメの瀬検討会(H17.10.20) 工事の進捗状況と棚田及び魚道の構造の説明
第46回アザメの瀬検討会(H17.11.24) 工事を進めている棚田の土についての議論

24 平成17年度 第47回アザメの瀬検討会(H18.1.17) 棚田の作物、道路の防護柵設置、外来植物への
対策について

第48回アザメの瀬検討会(H18.2.23) 工事の進捗状況、柳の植栽、魚類調査結果につ
いて

第49回アザメの瀬検討会(H18.3.13～14) 平成17年度アザメの瀬研究報告会を開催
25 平成18年度 第50回アザメの瀬検討会(H18.4.25) 新メンバーの紹介、工事実施内容、柳の植栽に

ついて
柳の植栽！ 河川清掃！(H18.5.15) 柳の植樹
第51回アザメの瀬検討会(H15.5.30) 学習センター内の改訂版パネルのアンケート調

査
26 平成18年度 第52回アザメの瀬検討会(H18.6.30) アザメの会主催の相知小5年生と田植えイベント

第53回アザメのせ検討会(H18.8.30) 平成18年度のアザメの瀬の工事について
第9回「川の日」ワークショップ　結果報
告(H18.7.22～23)

全国川の日ワークショップ(H18.7.22～23)参加
報告

27 平成18年度 第54回アザメの瀬検討会(H18.10.8) アザメの会主催の伝統行事「堤返し」開催
第55回アザメの瀬検討会(H18.10.30) サイン(アザメの瀬案内看板)計画について

第6回九州川のワークショップin川内川　結果報
告(H18.10.28～29)
今後の行事(セイタカアワダチソウの駆除と稲刈
り)について(H18.11.10)
今後の工事について

28 平成18年度 第56回アザメの瀬検討会(H18.12.8) モニタリング道路の舗装(色)について
ガードパイプ(形状、色)について
桟橋(木製)の構造について
その他(棚田の排水改善等について)

29 平成18年度 第57回アザメの瀬検討会(H18.12.26) 道路からの排水改善
棚田横の管理用通路の拡幅
モニタリング道路の一部変更
棚田最上段横の水路補修工法
学習センターの大掃除、セイタカアワダチソウ
駆除活動報告

30 平成18年度 第58回アザメの瀬検討会(H19.1.31) 工事箇所現地確認(桟橋、魚道等)
魚道の補修工法検討
棚田の排水改善工法検討
案内看板の設置提案(和田山橋付近)

31 平成18年度 第59回アザメの瀬検討会(H19.2.28) 今年度の工事内容(前回の検討会の決定事項の確
認)
案内看板のデザイン検討
パネル、ワークシートについて

第60回アザメの瀬検討会(H19.3.18) アザメの会主催のイダ嵐(ウグイの産卵遡上)見
学会  
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Vol. 発刊日 タイトル テーマ・キーワード
32 平成19年度 第61回アザメの瀬検討会(H19.5.24) 平成18年度工事箇所の見学会と平成19年度の予

定について
河畔林整備について
モニタリング調査について

アザメの瀬環境学習(第62回～64回検討会
を含む)

魚捕り、堤返し、田んぼの楽校

33 平成19年度 第65回アザメの瀬検討会(H20.1.31) 河畔林整備(竹の移植)
除草(セイタカアワダチソウの抜根)
アザメの瀬下流湿地整備
夏休みの環境学習実施の提案

第66回アザメの瀬検討会(H20.3.6) 下流湿地周辺の水路泥上げ＆草刈、現地見学会
夏休みの環境学習の案内

34 平成20年度 平成20年4月～20年12月の活動状況(第67
回～第74回検討会)

行啓記念清掃・第68回アザメの瀬検討会
(H20.5.14)
田んぼの楽校・第69回アザメの瀬検討会
(H20.6.27)
アザメの瀬夏休み自然環境教室(H20.8.4)
田んぼの楽校(草刈)(H20.8.17)
相知小4年生環境学習(H20.10.10)
九州川のワークショップ(H20.11.1)
田んぼの楽校(稲刈り)第74回アザメの瀬検討会
(H20.11.7)
自然再生フォーラムinアザメ(H20.11.8)
田んぼの楽校(収穫祭)

35 平成21年度 平成21年4月～22年3月の活動状況(第77回
～第88回検討会)

行啓記念清掃(雨で中止)・第77回アザメの瀬検
討会・ネイチャー佐賀と勉強会(H21.5.17)
相知小・田頭小4年生環境学習(H21.6.11)第78回
アザメの瀬検討会
米作り学習会(H21.6.19)
田んぼの学校準備(H21.6.26)第80回アザメの瀬
検討会
アザメの瀬全面冠水(H21.7.26)
夏休み環境学習(H21.8.22)第82回アザメの瀬検
討会
堤返し(H21.11.1)第84回アザメの瀬検討会
田んぼの楽校(稲刈り)(H2111.6)第85回アザメの
瀬検討会
田んぼの楽校(収穫祭)(H21.12.4)

号外1 平成14年11月26日 アザメの瀬号外～原案の考え方～ 地形勾配による川の蛇行
自然堤防と後背湿地
後背湿地の生物

号外2 平成15年2月7日 シードバンク調査とは
事務所職員によるシードバンク調査
地元の方々とシードバンク調査を実施
シードバンクを利用した植生の再生を計画

号外3 平成16年3月23日 アザメの瀬号外 3(アザメの瀬クリーク稚
魚調査)

調査方法、調査道具、調査結果、捕獲された稚
魚

号外4 平成16年9月28日 アザメの瀬号外 4(アザメの瀬中間分析) H13年から2年半の取り組みについて効果のあっ
たこと及び課題

号外5 平成17年7月8日 アザメの瀬号外 5(河川実地研修の実
施)(H17.5.30～6.2)

実施内容、背景、目的、対象者(入省3年目～主
任クラス)
調査内容(魚類調査、植物調査)考察

号外6 平成17年9月6日 実施内容、背景、目的、対象者(入省2年目)
講義、調査の概要・魚類調査、同定・計測

号外7 平成17年11月11日 アザメの瀬号外 7(河川実地研修【応用
編】の実施)(H17.10.25～10.26)

実施内容、背景、目的、対象者(係長クラス)

号外8 平成18年2月6日 ＰＤＣＡサイクルを用いた整備
掘削工事後の最終形
エコロジカルネットワークの確保
管理方針
環境学習
モニタリング
課題
課題への対応

アザメの瀬号外 6(河川実地研修【入門
編】の実施)(H17.8.20)

アザメの瀬号外 8　国際湿地シンポジウ
ムの開催

アザメの瀬号外 2(アザメの瀬シードバン
クの歩み)

 



☆これまでアザメと言っていましたが、先日の検討会で『アザメはアザミだ！』
。という意見がでたので、アザミになりました

平成１３年１２月２７日Ｖｏｌ．１

～○～○～○～○ ○～○～○～○～アザミ新聞
アザミ新聞は相知町佐里下地区で行われる自然再生事業の進展をお伝えする新聞です。

この事業は住民参加の事業でどなたでも検討会に参加できます。これまで３回の検討会と１
回のシンポジウムが行われました。最初の２回はシンポジウムに先立ち行われた準備会的な
色彩の強い検討会でした。３回目からいよいよ始まったという感じです。
アザミ新聞では、現在までのアザミの瀬自然再生事業の取り組みと今後のアザミの瀬検討会
の状況を連載していこうと思ってます。国土交通省武雄工事事務所の若手職員が編集担当者
となって参加者の一員として報告していきたいと思います。

第１回検討会 Ｈ１３．１１．６
「自然再生事業って何？」

自然再生事業って何？ということで、住民の方にたくさん集まっていただきました。武雄
工事事務所から自然再生事業とは何か？について説明しました。

（その場の雰囲気により、若輩の今村技官が説明し
ました。途中、島谷事務所長、大野出張所長に助け
られ、何とか説明しました ）。
内容は一つ目に松浦川アザミの瀬は全国で１５箇所
のうちの１つであり、当地区のように何もない状態
からのスタートは他に類が無く、そういう所から自
然を再生することは大変意義深い事業であるという
こと。二つ目にこれまでのような行政側からの一方
的な事業展開ではなく、住民参加により住民と一体
となって一から作り上げていくという事業である。
などを説明しました。会場からは自然再生事業に対
する真剣な質問が飛び交いました。

”熱弁をふるう島谷事務所長”

第２回検討会 Ｈ１３．１１．１９
「再生事業勉強会」

第２回検討会では、自然再生に関する専門家３名を招いて勉強会を行いました。３名の方
の講演の後、参加者との意見交換を行いました。
●萱場 祐一氏（自然共生研究センター長）

題目「米国における自然再生事業」
萱場さんにはアメリカでの自然再生事業がどのように行われているのかを話していただ

きました。直線化してしまった河道の蛇行化や氾濫原の復元の話でした。氾濫源の復元と
いっても規模が大きいため、牧草地などを手当たり次第購入していくものです。土地の購
入は、日本と違い企業やＮＰＯ、ボランティア団体等も行うそうです。資金の調達方法か
ら実際の購入等に至るまでの講習会が各地で行われているそうです。

●西廣 淳氏（東京大学保全生態学研究室助手）
題目「氾濫原の保全生態学」
西廣さんには、植物にとって川という環境がどのようなものなのか、また洪水に適応し

た植物もいることを話していただきました。興味深かったのは、シードバンク（埋土種子
集団）の話で、要は土の中にある生きている種のことです。地上に見られる種子の数の数
十倍から数百倍の種が地下に眠っているわけです。これを利用すれば絶滅が危惧されてい

。 。る植物の種も地下からさがすことが出来るそうです とても夢のある話だと思いませんか
多くの方が関心を持ち質問が沢山でました。

●吉冨 友恭氏（自然共生研究センター特別研究員）
題目「生態的展示と総合学習」
吉冨さんには、水域の展示施設の代表的な施設として水族館の最近の展示の傾向、また

自然共生研究センターで実践している河川の研究解説パネルの開発、総合的な学習の時間
づくりについて話してもらいました。情報を伝えるということの重要性をアメリカの事例
等によりわかりやすく説明していただきました。また、研究解説パネルの説明では五感に
訴えることを重視し取り組まれたそうです。総合学習ではインターネットを使い、児童達
の興味関心に沿って学習を展開したり、動画を作成し研究機関と小学校の連携を考えなが
ら進めたそうです。
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河川環境再生シンポジウム Ｈ１３．１２．９
「生態系を蘇らせるために」

地域の住民の方々に自然再生事業がどういうものなのか、何故必要なのかを理解してもら
うために、小泉首相に自然再生事業の必要性を「環の国づくり」会議の中で提唱された鷲谷

わ

教授を招いてシンポジウムを開催しました。
シンポジウムではまず鷲谷教授による「生態系を蘇
らせるために」と題して基調講演が行われました。
講演では生態系の機能が損なわれることによって、
自然の恵みが提供されなくなったことが地球レベル
でとても深刻な問題となっており、私たちが健康を
保ち健全な生産活動を行うためには自然の生態系を
再生することがとても重要であると言われました。
例えば、世界中で起こりつつある「実り無き秋」の
問題です。これは、本来であれば植物が育ち花が咲
き実が実るのが普通ですが、世界各地で花は咲いて
も実が実らない現象が起こっているそうです。その
原因はというと普通にその辺にいた昆虫がいなくな
ったためだそうです。とても偉い先生と聞いていま
したが、とても親しみやすい方でした。

”基調講演をされる鷲谷先生”
パネルディスカッションの進行役をしていただいた 国土交通省河川局の池内調整官が 河、 「

川の護岸工事等が生物のにぎわいを無くした」というような事業の背景を説明し、泊課長は
アザミの瀬に水路を造り河畔林を植え、堤防から川の水を入れて湿地化を進める素案（イメ
ージ）を提示しました。

その後のパネル討議では、大草町長による相知町
の自然と文化の役割、萱場センター長によるアメ
リカの自然再生事業、田島先生による松浦川の魚
類相、地元佐里地区の古賀才治さんによる相知町
の自然環境・風土についてのお話がありました。
最後にアザミの瀬は、水田，里山，川などが一体
となった人の暮らしの中での再生事業ということ
で、日本で最初の試みであるという話になりまし
た。是非成功させて全国に発信し、この相知町が
名実ともに自然再生事業のメッカとなるよう参加
者に訴え、シンポジウムを盛大な拍手の中で閉会
しました。

”地元代表の古賀才治さん大活躍でした”

第３回検討会 Ｈ１３．１２．１９
第３回検討会では、シンポジウムの感想と今後の進め方を話し合いました。勉強会・シン

。 、ポジウムを終えて地域の方の関心と環境に対する意識が高いことを強く感じました 例えば
昔の川には景勝地（呼称）がありその場所を守っていくという意識が高かったが、現在はそ
のような場所がないため親しめないとか、アザミの瀬地区の耕作者の方からは、環境のこと
ばかりでなく水害の恐ろしさも認識して欲しいなどアザミの瀬地区の自然の特徴と歴史を踏
まえた自然再生に対する希望や期待など具体的な意見が多数でました。また、歴史や植物な
どいくつかのテーマの分科会を作ってはどうかという意見がでました。事務局では、次回検
討会にいくつかの分科会の案を提示したいと考えています。

年明けには現地見学会等を開催し、アザミの瀬自然再生事業が住民の方々と活発に議論し
ていけるような場になるよう努力していこうと思っています。

▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲
湯淺編集長より一言編集後記

自然再生事業に向けた勉強会も３回実施し、２００２年はいよいよプラン作りが始ま
ります。多くの方々のアイデアで日本一の再生プランを作りたいと思います。なれない
編集者たちの下手な文章をお許し下さい。これまで参加されていない方も、遠慮なくご
参加下さい。
▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲▽△▼▲
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アザメ新聞 平成１４年６月１７日発行  Ｖｏｌ．４ 

『第５回検討会』開催！ 

アザメの瀬 基本構想図 原案 
0    200m 

湿 地

松 浦 川 

溜池

昔の水田 山 

河畔林 

ビジターセンター 山

浸 透 水 

原案に対しては、住民の方々からいくつかの意見を頂きましたので紹介します。 
１．魚取りに都合の良い仕掛けを考える 
２．湿田で重要なことは、流れがないこと・干し上がらないこと・浅いこと・陸化しないこと。 
３．水田は不整形な形が良いが管理を考えると長方形がよい。 
４．生物の資料館を考え、車道計画は慎重に！駐車場は十分に！ 

まだまだ意見はあり、すべての意見を繁栄できるとは思いませんが、今後も貴重な意見を踏まえ

高い意識のもとで連携を深めた計画・実施を行っていきましょう。 

４月１３日に検討会を開催しました。 
２回の代表者検討会を開催し、アザメの瀬自然再生事業の構想原案を提案しました。 
原案は道路を山際へ付ける案と川側へ寄せる案の２案を提案しました。原案は下記のとおりです。 

アザメ新聞は相知町佐里下地区で行われている自然再生事業の進展をお伝えする新聞です。 
この事業は住民参加の事業でどなたでも検討会に参加できます。 
Ｖｏｌ．３ではアザメの瀬自然再生事業の理念や代表者検討会での模様をお伝えしました。 
 さて、Ｖｏｌ．４では第５回検討会の結果と今後の環境調査の考え方・方法を紹介します。 
４月の第５回検討会以来、間があいていますがこれからもっと気合いを入れて活動を再開したい

と思います。 
武雄工事事務所調査課のニューフェイスを紹介します。 
 建設専門官 湯淺芳和氏の後任で御船 勲氏です。３年前は松浦川出張所長でした。 
 専門調査員 宇佐美 湖氏、高橋 史哉氏です。 

この３名が地域交流窓口として、地域の皆さんと交流を深め、よりよい計画を作り上げて 
まいります。よろしくお願いします。
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議論の結果ならびに意見
○近隣市町の小中高等学校等にｱｻﾞﾒの瀬・ｼｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ
調査の説明を行ってきました。
○除草については１回or２回刈るかで検討していく。

○ｱｻﾞﾒの松浦川では釣り客に魚（主にｺｲ）を乱獲さ
れている。内水面漁協組合を設立して保護を図って
いくことはできないだろうか？
○地層中に岩盤がどの程度の深さに存在するかを調
査するため、地層調査を行うことを報告。（みなさ
んの話によると川底に岩があるため、掘っていくと
岩が出てくるのでは？）
今回は特にｼｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ調査について熱心に語った結果、
みなさんに意義、内容を十分に伝えることができた模
様です。（説明者の成長がうかがえる？）

アザメ新聞アザメ新聞
平成１４年８月２７日発行 Ｖｏｌ．６

アザメ新聞は相知町佐里下地区で行われている自然再生事業の進展をお伝えする新聞です。
この事業は住民参加の事業であって、どなたでも自由に検討会に参加できます。
Vol.５ で は 自 然 再 生 シ ン ポ ジ ウ ム の 模 様 と 現 地 見 学 会 で の 結 果 を お 伝 え し ま し た 。

さて、今回のVol.６では７月１６日の第６回検討会、８月２０日の第７回検討会と８月１日に行った魚類調査の

状況を紹介します。

第６回検討会開催！第６回検討会開催！
第６回検討会では武雄工事事務所今村技官が説明者

となり、以下の内容について議論を行いました。
○各関係機関（学校、婦人会等）への事業説明報告
○今後の調査内容（水位計、環境調査）の説明
○ｱｻﾞﾒの瀬除草について
○シードバンク調査
○事務所作成の原案（平面図・横断図）説明

説明に食い入るみなさん

その他意見としては、
前回の検討会から２ヶ月
以上経過していたことか
ら「何しとったんか！」
といったおしかり？の声
もあるなど、本事業に対
するみなさんの熱意と関
心の高さにびっくりしま
した。（弁明：何もして
なかったわけでは決して
ありません…）

今後もみなさんと一緒
になって一生懸命頑張っ
ていきますので、今まで
同様よろしくお願いしま
す！！

御船専門官による事業報告説明

280人以上の方に説明

してきました。

松
浦
川

堤防高
9.0m 湿地帯

道路高
8.0m

ｱｻﾞﾒの瀬計画図〔上：平面図、下：横断図〕（事務所
案）
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この輪から電流がはしる！

調査結果（大漁）

第７回検討会開催！第７回検討会開催！
今回は、前回提示したｱｻﾞﾒの瀬計画平面図・横断図に対

して率直な意見交換を行いました。出た意見は、
○道路高はT.P.8.0mとなっているが、低いのでは？
○現在、雑草の繁茂状況が著しいため、早急に対応を！
○田んぼは広すぎやしないか？
○田んぼで作る作物は全部稲じゃなくて、ﾚﾝｺﾝとかも栽培
していってみたらいいのでは？ ○
河畔林帯に樹木を植える際はあまり密に樹木を植えてい
くと除草がしづらくなるのでは？ ○
前回、漁業権の話があがっていたが、その後の進捗は？

今後よりよいｱｻﾞﾒの瀬とするべく上記の内容を中心に検
討を進めていきたいと考えています。検討会終了後には幅
広く意見を聞くためｱﾝｹｰﾄを実施しました。質問内容は
「道路の高さ」「河畔林整備」などについてです。
次回のｱｻﾞﾒ新聞で結果を報告したいと思っています。

ｱｻﾞﾒの瀬に電気ｼｮｯｶｰ登場！ｱｻﾞﾒの瀬に電気ｼｮｯｶｰ登場！～魚介類を捕獲～～魚介類を捕獲～
８月１日、ｱｻﾞﾒの瀬沿いの松浦川において、電気ｼｮｯｶｰを用い

た魚類生息環境調査を行いました。電気ｼｮｯｶｰとは水中に電流を
走らせ、魚が電気ショックにより一時意識を失ったところをタ
モ網にて捕獲するもので、定量的に捕獲できる優れた調査手法
です。欧米ではすでに使われていますが、日本では県によって
使用できないところもあり、我が佐賀県では許可されてません。
今回は許可を頂き、佐賀県環境化学検査協会の方々と共同で実
施し、講師に岐阜県から土木研究所自然共生ｾﾝﾀｰ長の萱場氏、
研究員の傳田氏を招き、手ほどきを受けながら実施しました。

除草方法について提案を行う松本さん

結果、ﾀﾅｺﾞ・ﾌﾅ・
ｳﾅｷﾞ・ｱﾕ・ｵｲｶﾜ・ｶﾏ
ﾂｶ・ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞなどた
くさんの魚介類を短
時間で効率よく捕ま
えられ、電気ｼｮｯｶｰ
の実力をあらためて
証明しました。

また、今後行う地層調査と今まで行ってきた魚介類・
植物類の調査結果を報告しました。地層調査では面的に
地盤を抜き取れる手法を採用したことで、過去の洪水履
歴やどの位置に岩や地下水の層があるかを判断できます。
また地盤を掘り下げる際のﾃﾞｰﾀや抜き取った地層を用い
てｼｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ調査に活用していきます。
魚介類と植物類の調査結果では、多種多様な生物を確認
でき、あらためて当地区が自然豊かな土地であることを
証明してくれています。

電気ｼｮｯｶｰの正体

編集後記：「ｼｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ」という言葉が標準語になりつつある相知町。他にこの言葉が浸透している市町村があるんでしょうか？
この「ｼｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ」をとおして検討会に参加してくれている方々が環境面に対し強く関心を持っていただいていることがこのうえ
なくうれしく思う編集員一同です。 事務所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにてｱｻﾞﾒ情報を掲載しています。 （http://www.qsr.mlit.go.jp/takeo/）

国土交通省武雄工事事務所調査課 Tel 0954-23-7933 Fax 0954-23-5193

ﾊﾋﾞﾀｯﾄﾏｯﾌﾟ（地図上に生物、植物、地盤
材料等を表し、見やすく整理した図面）
について説明する島谷所長

へぇ～、20種類も
の魚がいたん
だ！

ﾋﾞﾘﾘｯ！

ﾊﾋﾞﾀｯﾄﾏｯﾌﾟの一部

調査状況（3人程度で１ﾁｰﾑとなり、1人が電

気ｼｮｯｶｰ、残りのﾒﾝﾊﾞｰがタモ網ですくう）

これが電気ｼｮｯ
ｶｰ！

調査中偶然、検討会に参加している松本さんの乱入？もありましたが、感電することなく無事
に調査を終えられ、非常に有意義な現地調査となりました。
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アザメ新聞 平成１４年９月３日発行 Ｖｏｌ．７

アザメ新聞は相知町佐里下地区で行われている自然再生事業の進展をお伝えする新聞です。
この事業は住民参加の事業でどなたでも検討会に参加できます。
Ｖｏｌ．６では第６回検討会での模様と現地魚類調査、ハビタットマップについてをお伝えしました。
さて、Ｖｏｌ．７では８月２２日の現地調査、８月２６日の第８回検討会の模様をお伝えします。

シードバンク調査のその後！
８月２８日撮影 コナギ群落

１～２ｍまでの土をまき
だした所に水田によく見
られる植生が約９種類
出てきました。現在のと
ころ、コナギ、タマガヤツ
リ、チョウジタデ、アゼナ、
アメリカアゼナ、イボクサ、
ヒデリコ、ミズマツバ、ア
メリカタカサブロウなど
が見つかっています。
今後も調査を続け、色々
な植生を観察したいと思
います。

拡大

溜池からも貴重な植生が見
つかっているみたいです。

スライス状の鉄板
を土中に差し込み、
土を抜き取ります。
超簡単です。

地層調査実施状況

抜き取った試料に特殊な
樹脂をたっぷり塗ります。

樹脂に張り付いた試料を
慎重にはぎ取ります。
これを標本として保管し
ます。

久我さんもビック
リ！

８月２２日にアザメの瀬において地層調査を行いました。この地層調査は、過去
の土地利用の形態や地層に残された洪水の履歴など、堆積環境の変化
を明らかにすることを目的としています。通常のボーリング調査ではコアが小さ
く面的に確認するのが容易ではありませんでした。今回実施の調査では面的に表面
を捉え確認できることに最大の利点があります。その他、標本としても保存が可能
です。ビジターセンター建設後の重要な展示資料になること間違いなし！

※今後、詳しい調査結果を皆さんに紹介します。

地層調査実施！
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第８回検討会開催！
８月２６日の第８回検討会では講演会をメインに開催しました。

環境に配慮したトイレを石崎先生に紹介
してもらいました。このトイレは、便槽に
おがくずを入れることにより、し尿が染み
込み乾燥し有機肥料に使えます。再生
事業を行う地にはもってこいのトイレだと
思いました。会場からも多数の質問が飛
び交い有意義でした。

環境にやさしいトイレについて

富士山でも活用されていま
す！

ビジターセンターについて

“みんなで造る”が基本で
す！

目標 “みんなで造る
環境配慮型学習施設！”

湯淺氏個人的な意見として、下記
の点について提案がありました。
今後、議論を深め良いものを造り上
げていきましょう！！

このように、アザメの瀬では個人個
人の意見を尊重し、事業発展へと結
びつけていく進め方を基本としてい
ます。皆さんも自分の意見をどんど
ん出しましょう！

霞ヶ浦における湖内浄化と湿地
浄化、それから自然再生事業の
事例を紹介してもらいました。
湖岸植生帯の復元にシードバンク
が役立っており、シードバンクの
すばらしさを改めて認識しました。

第６回検討会のアンケート結果（速報）
Ｑ１：現在の地盤を掘り下げて湿地帯を復元する計画に対して

Ｑ２：河畔林整備を行う計画に対して

Ｑ３：堤防の高さ９．０ｍの計画に対して

Ｑ４：道路の高さ８．０ｍの計画に対して

Ｑ５：洪水時、河川水の流入を考えている施設に対して

賛成
１３名

Ｑ１

概ね賛成

６名

無回答１名

賛成 １５名

概ね賛成

３名

無回答２名

Ｑ２

賛成 １５名

もっと高く１名

無回答４名

Ｑ３

賛成

８名

Ｑ４

もっと高く９名

無回答３名
賛成 １８名

無回答２名

Ｑ５

シードバンク調査での新たな試み！
８月２２日からの地層調査で採取した土を使用しシードバンクを実施
しました。この調査でアザメの瀬地区の土層のどの辺にどんな植生
が眠っているか、種はだいたいどれくらい生きれるか、色々なことが
明らかになると思われます。現在、事務所職員でプランターを用い
調査を開始しています。直営での作業ですのでうまくいくかは分かり
ませんがしっかり頑張ります。（随時結果を紹介していきます。）

土は層別に土嚢袋で管理し、
１つ１つ手作業で行っています。

事務所職員でそれぞれ分担を決め
て管理しています。

編集後記：佐賀県絶滅危惧種である植物の「タヌ
キモとサンショウモ」を松本等さんが発見しました。
相知町、特に佐里地区にはまだまだ自然が残っ
ており絶滅しそうな種が存在する可能性がありま
す。あやしい植物を見つけたらいつでも連絡して
下さい。（あやしい土もお願いします！）

事務所ホームページ
（http：//www.qsr.mlit.go.jp/takeo/）

武雄工事事務所調査課
ｔｅｌ0954-23-7933 ｆａｘ0954-23-5193

建物の構造 佐里地区の自然にマッチした民家的な造り
建物の材料 石材、木材、竹材、土、杉皮等の昔の民家に使用された材料

可能であれば昔の建物の再利用。
材料の調達方法 出来る限り地元産出の材料を使用。

設備関係 電気設備 太陽光発電、風車による発電等を最大限利用？
照明器具は、壁付きランプ等も考慮？

給水設備 地下水を滅菌処理して利用？

暖房設備 近隣地区で生産した薪、炭を利用した暖炉を設
置？厨房用燃料 バイオガスの有効利用？

汚水処理 汚水排水を極力流さない方法（蒸発さん方式等）？

環境にやさしいトイレについて 長崎大学環境科学部 石崎勝義教授

ビジターセンターについて 九州地方整備局河川工事課課長補佐 湯淺芳和氏

霞ヶ浦における湖内浄化と湿地浄化 土木研究所 主任研究員 中村圭吾氏

講
演
内
容

霞ヶ浦の湖内浄化と湿地浄化

湿地で水がきれいに！
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第１０回検討会開催！第１０回検討会開催！

現場にて・・。

アザメの瀬を通じて熱く語る二人

講演会＆討論会

９月２７日（金）にＣ・ゲルディー氏を招き、現地見学会及び講演会・討論会を実施しました。
Ｃ・ゲルディー氏は近自然工法をスイスではじめ、その道の第一人者として世界をリードし
ている技術者です。その先生にアザメの瀬地区と駒鳴地区を見ていただきました。
当日はあいにくの雨でしたが、沢山の参加があり有意義な一日となりました。

現場見学のあと、相知町福祉センターでゲルディー氏による「近自然河川工法」の講演
会が開かれました。１２０名程度の参加があり、改めてアザメの瀬への注目度の高さに驚き
ました。
講演内容は主にスイスにおける近自然河川工法の紹介でした。通訳を通しての講演だっ
たので、ゲルディー氏の河川に対する熱さが伝わりにくかったと思いますが、誰よりも河川
を愛している方だなあと思いました。
その後、アザメの瀬についての討論会となり、会場からも質問・疑問が飛び交いました。な
かでも議論の中心は、田圃を掘り下げた場合に堤防を残すか、残さないかでした。 ゲ
ルディー氏によれば堤防は残さずに河川を拡げてやるのも一つの手ではないかということ
でした。まだまだ沢山の意見をもらいましたので、今後のアザメの瀬をよりよいものにする
ために生かしていきたいと思います。

現場では、島谷所長をはじめ若手職
員が一丸となり、アザメの瀬の必要性
について熱く説明をしました。
ゲルディー氏から貴重な意見や質問
を多数頂きました。

現場に来て数分足らずで現状を把握
し、的確なアドバイスをされるゲル
ディー氏には驚きました。「川に自由を
与える、失敗を恐れない」など非常に
勉強になることばかりでした。

今回、外国の川づくりを学び、アザメの瀬で参考となるこ
とがたくさんあり有意義でした。町の人が非常に熱心に
聞き入ってくれていたのがうれしかったです。今やアザメ
の瀬も世界が注目するほどになりました。今後もみなさ
んとアザメの瀬を通じて、自然のすばらしさや大切さを勉
強していきたいと思います。よろしくお願いします。

事務所ホームページ
（http：//www.qsr.mlit.go.jp/takeo/）

武雄工事事務所調査課

ｔｅｌ0954-23-7933 ｆａｘ0954-23-5193

シードバンクも好評でした

講演会の模様

クリスティアン・ゲルディー氏
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アザメ新聞アザメ新聞 平成１５年６月２５日発行 Ｖｏｌ．１２

アザメ新聞は相知町佐里下地区で行われている自然再生事業の進展をお伝えする新聞です。
この事業は住民参加の事業で、どなたでも検討会に参加できます。

Ｖｏｌ．１１では第１５、１６、１７回検討会とアザメの会の活動状況をお伝えしました。
Ｖｏｌ．１２では第１回アザメの瀬研究会、第１８回、第１９回検討会をお伝えします。

第１回アザメの瀬研究会開催第１回アザメの瀬研究会開催 H15.4.21H15.4.21

アザメ新聞vol.11で紹介しましたが、自然再生を

進めていくなかで現状がどのように変化して、周
囲にどのような影響を与えていくのかを科学的に
評価するため、公募により選ばれた６団体の研究
者によって調査が開始されることとなりました
（右写真参照 見かけた際は、ご協力を）。そこ
で調査を始めるにあたって、合同で現地調査を実
施し調査内容を共有し、意見交換を行った上で調
査を開始することが望ましいことから、「第１回
アザメの瀬研究会」と題して開催しました。

大阪府立大学 山口教授 九州大学 望月助手

九州大学 増田教授 日本大学 桜井教授

和歌山大学 中島助教授 東京大学 西廣助手

③

②

①
④ ①写真：掘り下げたアザメ

の瀬を探索
②写真：ため池植生調査
（怪しい植物を探す？）
③写真：アザメの瀬沿い松
浦川で魚介類調査
④写真：佐里下公民館での、
アザメの瀬整備計画につい
て意見交換

各研究テーマは正直
難しいと感じるものが
多いですが、皆さんと
共に理解して、吸収し
て、知識を増やしてい
きたいと思っています。
研究内容については次
号のアザメ新聞にて進
捗状況を含めお知らせ
したいと思います。

（掲載順不同）

当日は午前中に松浦大堰などを視察しながら、
午後からアザメの瀬地区の現地調査を行いました。
この日アザメを初めて見た研究者からは「写真で
見るよりすごい、おもしろそう、研究しがいがあ
る」といった声もあり、今後調査・研究を行って
いくフィールドとして存分に活用してくれるもの
と思います。現地調査はアザメの瀬橋、ため池、
松浦川魚介類調査と順調に進み、最後に佐里下公
民館に場所を移して、各研究者の研究テーマ（ア
ザメ新聞Vol.11参照）と今後のアザメの瀬の整備
について意見交換を行いました。
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編集後記 第１９回検討会の中で「アザメの瀬の工事内容が分からなくて何をしているのかちゃんと報告して欲しい」といった意見を頂き

ました。十分情報提供を行ってきたつもりですが、６月の工事の情報が実際行き届いていなかったところがありました。今後これまで以上に情
報の共有と周知を行って迷惑をかけないよう取り組んでいきたいと事務所も考えていますのでよろしくお願いいたします。

第１９回検討会開催！第１９回検討会開催！H15.6.5H15.6.5

第１８回検討会開催！第１８回検討会開催！（当面の整備をどうする？）（当面の整備をどうする？） H15.5.8H15.5.8

①については、パンフレット・地層調査標本・アザメ整備計
画パース等を設置して欲しいといった内容で、見学者に対して
簡単な説明ができる資料が必要であるという意見が占めました。

案内板設置＆工事の実施状況報告

魚が棲めるように、ここに深みを

魚が棲めるアザメの瀬を！

案内看板を、5月22日設置しまし
た。翌日、中身を貼り付けに行ったと
ころ、もうすでに事業概要とイメージ
パースが貼り付けてありました。検討
会の中でこの話をしたところ、「何も
ないと寂しいけん、適当に貼り付け
とったばい」というとても頼もしい意
見でした（自主的に行ってくれた事が、
すごくうれしくて感激しました）。今
後も自由に貼り付け可能とするため、
施錠していませんのでどんどん張って
新鮮な情報に更新しましょう。今は工
事の実施状況も掲載しています。

15.5.22の看板設置状況

自主的に掲載 すばらしい

5/30 図面を現地で確認

6/5 低水路が形成されていく

6/5 掘り進むアザメの瀬

また工事実施状況も説明しました。着手前に描いた図面を
現地にて掘り下げるラインを白線で描いてから掘り下げてい
ること、T.P.2.0mまで掘り下げると約８㍑ほどの湧水（河
川水からの流入？）があったことなど実際掘ってみて分かっ
た新たな知見を説明しました。今後も現地をよく観察し、自
然の力でどのように変わっていくかをこの目で確かめながら
アザメの瀬を整備できたらと思います。皆さんも注意深く見
てみてはどうでしょうか。きっとおもしろいと思いますよ。

今回は「①仮設ビジターセンター内の展示」「②案内板設置」「③アザメの瀬の整備」について議論しました。

②については、松浦川出張所において現場工事で発生した木
材を用い作成した縦約1m×横約1.2mの立て看板内に何を掲示
し、設置場所をどこにするのかを議論しました。特に最近見学
者が多いとの意見からきちんと自然再生事業の概要が説明でき
るものが必要で、設置位置は見学者の目に入りやすくアザメ入
り口部でもある久我さん宅前の敷地に建てることとなりました。

③については、縮尺1/250のアザメの瀬粘土模型を用いて
議論した結果、平面図より整備イメージがつかみやすいためか
議論が活発でした。内容としては「瀬と淵がないと魚が棲ま
ん」「水が枯れたら魚が死んでしまう」といった内容で、特に
魚介類に対して何とかしてあげたいといった思いが強く、「ゴ
ルフ場からの排水は、除草剤が流れ込んで来るからアザメの瀬
には入れるな！」といった意見が大半を占めました。今回の意
見を踏まえ、工事に十分反映させながら、アザメの瀬を作り上
げていきます。何か気づいた点・不明な点があればその都度意
見を聞かせてください。皆さんの意見を十分組み込んでいきた
いと考えていますので・・・

国土交通省武雄河川事務所 Tel 0954-23-7933 Fax 0954-23-5193 http：//www.qsr.mlit.go.jp/takeo/
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アザメ新聞アザメ新聞 平成１６年１０月１２日発行 Ｖｏｌ．１７

アザメ新聞は相知町佐里下地区で行われている自然再生事業の進展をお伝えする新聞です。
この事業は住民参加の事業で、どなたでも検討会に参加できます。
Ｖｏｌ．１５では第25、26回検討会、アザメの瀬トレンチ調査の内容をお伝えしました。
Ｖｏｌ．１６では第27、28回検討会、アザメの瀬研究発表会、イダ嵐見学会の内容をお伝えします。

第２７回検討会開催！第２７回検討会開催！H16,2.H16,2.５５

施設見学会の報告・アザメの瀬の環境学習施設に対する意見抽出

アザメの会・武雄河川の職員が、環境学習施設の基本構想の参考とするた
め検討会に先立ち、田平昆虫自然園（長崎県田平町）、生月島 島の館（同
県平戸市）の施設見学しました。
検討会では、施設見学の報告と、報告結果を踏まえてアザメの瀬の環境学
習施設に対する意見をうかがいました。

第２８回検討会開催！第２８回検討会開催！H163.H163.２２

季節はずれの出水（２月２９日）により、施工中のクリークや湿地等が冠水しました。工事関係者だけで
なく、地元の人たちもびっくりの出来事でした！

アザメの瀬の環境学習施設の基本整備方針は、前回（Ｈ１６．２．５）の検討会に出された意見をもとに
設計方針を作成することとなりました。

施設見学の報告では、①もっと簡単で人がふれあえる場所がない ②ボランティアの協力がある、③展示
物に金をかけていない ④維持管理が大変などといった意見が出ました。一部の参加者から、「ここは見
習いたいなとか」、「これはあんまり…」といった感想もありました。

視察結果を踏まえてアザメの瀬の環境学習施設に対し ①シードバンクの展示 ②水中の魚がみたい
③学習館の中身が大事 ④ボランティアの活用 ⑤みんなの憩いの場所 ⑥撮影した写真の展示 ⑦子
ども達が捕まえた魚や昆虫の展示があったらいいのにという意見がだされました。
今後実施する工事予定として町道の新設、築山、クリーク掘削工事が予定されていることも報告しました。

アザメの瀬の近況報告と、アザメの瀬の環境学習施設の方針を議論！

これらの意見をもとに議論を行いました。①②をうけて、相知周辺の家屋形態をみならって、母屋・納屋
といった鍵屋形式としてはどうか？③④をうけ、多目的スペース（説明・広報の場、勉強の場等）は、１ク
ラス３０名程度のスペースは最低必要ではないか？⑤⑥をうけ、周囲の景観に考慮し、デザインは平屋
の古民家風の施設にしてはどうか？ という方針をたてました。

この方針をもとに、建物の外観は古民家風に、建物は母屋と納屋の造りとし、母屋の果たす機能は、①
集会・説明場・休息場といった多目的スペース②パネルなど説明に必要な備品の展示スペース③学習
資材置き場とし、納屋の果たす機能は①受電・受信室①情報管理棟②トイレ、③倉庫として活用するな
ど、より具体的に多目的スペースの広さ、展示スペースの展示内容と展示場所、間取りの配置計画につ
いて整備方針を策定しました。

トイレは、環境に配慮するため①合併浄化槽②エコトイレ③バイオトイレについてそれぞれの特徴、設
置費用、維持管理費を説明し、議論しました。

◎主な意見◎
①維持管理が膨大とならず、負担を強いることのない施設
②もっと単純で人がふれあえる場所（現地視察した２施設はイメージが違う）
③建物の大きさより、中身の展示物で勝負だ（農具、シードバンク、アザメ内の魚）

④学習の場を設けた方が良い。
⑤みんなの憩いの場、子ども達の場所
⑥徹底したバリアフリー化
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みんなでアザメの瀬の研究を発表

アザメの瀬研究発表会アザメの瀬研究発表会H1H1６６..３３..１８１８

第２回イダ嵐見学会第２回イダ嵐見学会H1H1６６.3.21.3.21

相知交流文化センターにてアザメの瀬研究発表会を開催しまし
た。公募研究の日本大学、大阪府立大学、東京大学、九州大学、
和歌山大学、土木研究所 自然共生研究センターの研究者らが参
加し、この１年間に研究した成果を発表され、また武雄河川事務所
より現状報告、厳木高校よりシードバンクの研究について発表を行
いました。

３月２１日アザメの瀬前でイダ嵐の見学会を行いました。この時はイダがすでにアザメの瀬を通り過ぎた
後であり、イダが全く獲れませんでした・・・。やっぱり自然は厳しいですね！！しかし、事前に出駒鳴地区
の方より立派なイダをわけて頂いておりましたので（駒鳴地区の方々どうもありがとうございます！！） 、

それを皆で料理しおいしく頂きました。来年こそはアザメの瀬でイダがいっぱい獲れますよう～に！！

アザメの瀬でイダが獲れた？！

↑駒鳴地区の方々より頂いたイダ！！
とても大きくて立派です。
おいしそう・・・

↑みんなで頑張って釣ったん
ですけど駄目でした・・・

↑子供たちにイダ嵐を説明さ
れる山口会長

↑イダをみそ汁にしている写真
です。味付けは、やっぱり久我
さんしかいない。

イダ嵐：春一番が吹くと、イダ（ウグイ）が産
卵のために海から川へ一斉に上ってくる現
象をこの地域ではイダ嵐とよびます。

発表会は参加人数が５０人くらいで、地元の方々も積極的に参加
され、時には質問も飛び出したりしていました。

先生方の発表内容がわからない方は、アザメの瀬で先生方に
会ったときにでも質問してみてください！喜んで、研究内容を教え
てくれると思いますよ！！（先生もそれを待ってたりしてます！）

国土交通省 九州地方整備局

武雄河川事務所

Tel 0954-23-7933 Fax 0954-23-5193

http：//www.qsr.mlit.go.jp/takeo/
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第３０回アザメの瀬検討会第３０回アザメの瀬検討会H1H1６６.5.27.5.27

アザメの瀬シンポジウムの開催アザメの瀬シンポジウムの開催H1H1６６..５５.2.2９９

相知交流文化センターにて応用生態工学会主体によるアザメの瀬シン
ポジウム「自然再生事業における市民参加」が開催されました。まず、武
雄河川が事業紹介、基調講演として九州大学島谷幸宏さん、研究紹介と
して東京大学渡辺敦子さん、活動報告としてはアザメの会長 山口直行
さん、厳木高校より発表が行われました。

第３１回アザメの瀬検討会では、バイオトイレ（肥前町：自然体験ハウ
ス）・エコトイレ（北波多村：四季の丘公園）の現地見学会を行いました。

現地見学会でそれぞれ実物のトイレを見た後に検討会を行い、どちら
のトイレを設置するか検討しました。

第３１回アザメの瀬検討会第３１回アザメの瀬検討会H1H1６６..６６.24.24

第３０回アザメの瀬検討会は、主にビジターセンターの間取りの再確認、環境
に配慮したトイレ（エコトイレ・バイオトイレ）のどちらをビジターセンターに設置
するかということを話し合いました。

出た意見・決まったことは以下の通りです。

①間取りの配置は設計通りでＯＫ！
②バイオトイレは聞こえはいいが１０年後は誰が管理する
の？先行きが不安である。
③今までもアザメのでは新しいものを取り入れてきた。うちが

他施設の見本になるという点でバイオトイレは魅力的である。

②③の意見があったのでみんなで実物を見て決めようと
言うことになり、第３１回検討会はトイレの施設見学です。

↑エコトイレイメージ図

↓バイオトイレイメージ図

パネルディスカッションのパネ
ラーとしては鷲谷先生を始め
とする先生方が参加されまし
た。シンポジウムの参加者は
約１００名ほどでした。

バイオトイレ（肥前町）

エコトイレ（北波多村）

エコトイレ

バイオトイレ（肥前町）

エコトイレ（北波多村）

エコトイレ

↓バイオトイレ

◎主な意見◎
①バイオトイレは、おがくずの交換が大変すぎて、今後の維持管理が
不安である。
②エコトイレは普通のトイレと見た目は全く変わらないため、誰でも違
和感なく使用できそう。

①②より、みんなで話し合った結果、エコトイレを採用する事となりまし
た。今後もこのように、みんなで納得するまで話し合い、決める姿勢を
頑張ってやっていきましょう！

国土交通省 九州地方整備局

武雄河川事務所

Tel 0954-23-7933 Fax 0954-23-5193

http：//www.qsr.mlit.go.jp/takeo/
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第３２回検討会に先立ち、７月１０日～１１日に第７回
川の日ワークショップが、東京にて開催されました。

アザメの会は、１次予選を通過し、最終的にグランプ
リは逃しましたが、入選を果たしました。

全国の皆様に佐賀県に”アザメあり“と認めてもらい
ました。

（グランプリは、来年にとっておきますとの山口会長）

アザメ新聞アザメ新聞 平成１７年 ３月３１日発行 Ｖｏｌ．１９

アザメ新聞は相知町佐里下地区で行われている自然再生事業の進展をお伝えする新聞です。
この事業は住民参加の事業で、どなたでも検討会に参加できます。
Ｖｏｌ．１８では第29、30、31回検討会、皇太子殿下視察、アザメの瀬シンポジウムの内容をお伝

えしました。
Ｖｏｌ．１９では第32、33回検討会、アザメの会主催での川遊びの内容をお伝えします。

川遊び川遊び ～アザメの会主催～～アザメの会主催～ H16.8.20H16.8.20

第３２回アザメの瀬検討会第３２回アザメの瀬検討会 H16.7.22H16.7.22
第３２回アザメの瀬検討会では、アザメの瀬内で現在繁茂しようといている植物（外来種含

む）についてどう管理（外来種対策）するのか？で議論しました。

全国川の日ワークショップ
「アザメの会」出動！！！の巻

まず、武雄河川から“みんなのアザメなので、みんなで草刈りをしましょう”といった提案をしま
したが・・・。地元のみなさんは、『う～んな事言ったって外来種とそうでない草の見分けがつか
んさ～！！！そんなの無理！無理！！！」といった意見がでました。結局・・・今回は事務所の方
で対応することとなり、 地表面から約３０ｃｍ（セイタカアワダチソウの地下茎深さまで）掘りました。

魚釣り・勉強会・バーベキュー

アザメの瀬周辺の子供たち・・・約３０名

魚釣り・勉強会・バーベキュー

アザメの瀬周辺の子供たち・・・約３０名

アザメの会参加
１次予選、見事１位で通過後、入選

日差しがさす中、子どもたちは水の中で泳いだり、魚つり
大会、またアザメの瀬に生えている草（植物）についての
勉強会を行いました。（プレハブ中は蒸し風呂でし
た。。。）

魚釣り

勉強会 川遊び

ブラックバス・
ブルーギル・フナ・
ハヤ 等･･･計50匹魚釣り

勉強会 川遊び

ブラックバス・
ブルーギル・フナ・
ハヤ 等･･･計50匹

アザメの瀬においてアザ
メの会主催である子ども
たちを招いての「川遊び」
と題したイベントが開催さ
れました。
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第３３回アザメの瀬検討会第３３回アザメの瀬検討会 H16.8.H16.8.２６２６
第３３回の検討会では、武雄河川で行っているアザメの瀬での生物調査の結果報告（中間分

析）をしました。中でも”魚の産卵調査“結果をメインに報告しました。
地域の方々は、かなり興味があるようで思わず、『うおぉぉぉぉぉぉ！！！』という歓声があがり
ました。

６月２８日
捕獲状況▼▼魚類産卵状況（６月２５日撮影）

▲定置網への産卵状況 ▲柴への産卵状況

ナマズ・コイ・フナがこんなに・・・

おっとここで気になる魚の卵は・・・

モツゴの卵 ブルーギルの卵早朝に捕れた？卵

柴漬けに付着した卵ナマズの卵 フナ属の卵

生物調査結果から、アザメの瀬地区がフナ・コイ・ナマズ等の産卵の場となりつつあることを確
認しました。Ｙ（＾ー＾）

今後は、今以上に多くの種類の魚の産卵の場また、産卵の場だけでなく魚及び植物等他の生
物の生育［生まれ育つこと ］・生息［生きて生活すること］の環境創出という観点からモニタリング

計画［調査方法・調査時期・調査手法等を定めた計画］を策定し、進めていきたいと思っておりま
す。
今後もこういった調査を継続してやっていくことにより、アザメの瀬での生物に対する効果を把握
していくことが必要だと考えております。
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アザメ新聞アザメ新聞 平成１７年 月 日発行 Ｖｏｌ．２０

アザメ新聞は相知町佐里下地区で行われている自然再生事業の進展をお伝えする新聞です。
この事業は住民参加の事業で、どなたでも検討会に参加できます。
Ｖｏｌ．１９では第32､33回検討会、アザメの会主催での川遊びの内容をお伝えしました。
Ｖｏｌ．２０では第34､35､3６回検討会、アザメの会主催での堤返しの内容をお伝えします。

今年もやって来ました～ ”堤返し
“！！！
この日は、曇り空で始めのうちは、な
かなか水の中に入ろうとしない子ども
たちでしたが、一人はいるとそれに火
がついたのか次々と自前の網を持って
「捕るぞ！！！」っと大声を上げ、お魚
捕獲に向けて水の中へ飛び込んでい
ました。

やっぱ子どもは元気が一
番ですな～。

((＾Ｏ＾＾Ｏ＾))やってきましたやってきました 堤返し堤返し～アザメの会主催～～アザメの会主催～

第３第３44回アザメの瀬検討会回アザメの瀬検討会 H16.9.H16.9.２２99
今回は、今までの整備に関する［中間分析報告］・第２８回検討会を踏まえ、［環境学習施設の

計画変更後の平面図の説明］などをメインに話し合いました。

↑アザメの瀬側↑

↓ため池側↓

北

南 東

西
水槽

航空写真の
経年変化確認した

生物の写真等
地層調査の
標本

書棚（図鑑と
参考文献）

説明パネル
（概要、必要
性、経緯）

アザメ新聞、
パンフレット等

板間に座って、アザメの瀬湿地部を眺望

文献を
閲覧可能
となる
スペース

広報・説明
を行える
スペース
（板間の方
がいい？）

整備計画
模型の展示

第２８回検討会資料より

水位計
CCTV 等
観測機器

アザメの瀬に関するパネル
地質調査、シードバンク 等

模型

水槽

集会・学習スペース

管理室

パンフレット 等

アザメの瀬側

ため池・町道・駐車場 側

倉庫

7640 1910

地質調査
標本

エコトイレ
男子トイレ
女子トイレ

多目的トイレ

76
40

環境学習施設 修正後

北西

南 東

1910

平面図

7640
Ｑ 環境学習施設での水（飲み水等）供給については？
Ａ 当初は、計画されてなかった。（地元了承）
↓
しかし、実際問題水は必要だろうな～（アザメの会）
↓
次回、第３５回検討会で案を出す！！！

H16.10.11H16.10.11

▲ アザメの会で作成された広報誌
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第３第３66回アザメの瀬検討会回アザメの瀬検討会 H16.11.H16.11.２２55
第３６回の検討会では、「環境学習施設の景観」・［町道(ため池側)］・［電柱(山側)］等について、

話し合いました。

第３５回アザメの瀬検討会第３５回アザメの瀬検討会H16.10.28H16.10.28

国土交通省 九州地方整備局

武雄河川事務所

Tel 0954-23-7933 Fax 0954-23-5193

http：//www.qsr.mlit.go.jp/takeo/

第３５回の検討会では、前回検討会（３４回）にて課題された「環境学習施設の水供給につい
ての検討内容報告］、［環境学習施設の利用］、［工事のお知らせ］等をメインに話し合いました。

◎利用者等への飲み水について

フォーターサーバ

◎ビジターセンターの使い方（利用方法）

１．地元のみなさんの親しみの場

つつみかえし、

イダ嵐見学会、川遊び 等

２．子供たちの自然学習の場

自然（魚・植物等の生き物等）に触れあい、体感する

イベント等にも参加

３．現場研修の場

自然環境の学習

Ｑ１ 環境学習施設での
水（飲み水等）供給については？

Ａ１ タンク方式［右図参考］で決定！！！

Ｑ２ 環境学習施設の利用について
Ａ２ いろいろ利用できることは

いいことだ（アザメの会了承）

環境学習施設

湿地

湿地

クリーク

棚田

松浦川
①ビジターセンターの盛土は、１２月いっぱいで完了予定！！！

②ため池からアザメ川に水をいれるために、既設水路部にコンクリートで堰をつくります。

☆工事のお知らせ☆
ため池

土砂履き

堰

ため池

砂溜り

堰

ため池

堰

導水施設

T.P 13.8m

T.P 9.0m

環境学習施設

町道
T.P 11.0m

T.P 13.8m

T.P 9.0m

環境学習施設

町道
T.P 11.0m

☆了承事項☆
Ｑ１ 電柱(山側)について

Ａ１ 松浦川左岸側から架空線を通す計画で決定！！！
Ｑ２ 環境学習施設の景観については？
Ａ２ 違和感はないと思う。盛土造成で了承!!!
Ｑ３ 町道(ため池側)について

Ａ３ ＢＯＸについて管理しやすいように、
もっと大きいものにしてほしい。

↓
◎事務所で検討し、次回検討会（３７回）で提示する。

TP.13.5m TP.13.5m

アザメ現況［H15.11.12］とアザメ模型との比較

電柱移転案

架空線案

アニマルロード対策案▲アニマルロード対策 案

▲環境学習施設景観

▲電柱移設 案
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アザメ新聞アザメ新聞 平成１７年 ３月３１日発行 Ｖｏｌ．２１

アザメ新聞は相知町佐里下地区で行われている自然再生事業の進展をお伝えする新聞です。
この事業は住民参加の事業で、どなたでも検討会に参加できます。
Vol.２０では第34､35､3６回検討会、アザメの会主催でのつつみかえしの内容をお伝えしました。
Vol.２１では第37､38回検討会、平成16年度アザメの瀬研究報告会、イダ嵐の内容をお伝えします。

☆了承事項☆
①湿田は４個・石積み・規模は当初計画のままで決定！！！
②トンボ池・蓮池・ジュンサイ池・クワイ田をつなげる。（別図）

ついについに決定致しました （＾ー＾）（＾ー＾）（＾ー＾）

第３第３77回アザメの瀬検討会回アザメの瀬検討会 H1H1７７.1.25.1.25
年明けて、初の第３７回アザメの瀬検討会が開催されました。
今回は、第５回検討会においてだされました［湿田・トンボ池等］においていよいよ

平成１７年度に整備予定でありますので、その［湿田・トンボ池等の規模、個数についての確認］及び
［今後のアザメの瀬の利用］について話し合いました。

第３第３88回アザメの瀬検討会回アザメの瀬検討会 H17.2.24H17.2.24
今回は、検討会前に来年度整備される内容について、現地説明会を実施し、”湿田・トンボ池

“等についてイメージをつかんでもらい、検討会にて議論しました。

☆アザメの会の意見☆
①絵だけ見てもイメージわかんない。②トンボ池・蓮池・ジュンサイ池・クワイ田はひとつにしても・・・
↓
上記意見を受けまして、次回検討会でアザメの瀬に計画されている湿田等の実際の寸法をおとして、見て頂き
イメージをつかんだ上で、規模等と決定するにしました！！！

「アザメの瀬」の利用について

環 境 学 習
・地 域 （ア ザ メの 会 等 ）の 活 動
・小 中 学 生 の 総 合 学 習 の 場

調 査 ・研 究

・ア ザ メの 瀬 で の 研 究
・モ ニ タ リング 調 査

実 地 研 修

・技 術 者 の 養 成 の 場

『人 と生 物 の ふ れ あ いの 再 生 』という目 標 に 沿 って、今 後 も

継 続 的 に 「ア ザ メの 瀬 」が 利 活 用 され ていくた め の ３つの 柱

「アザメの瀬」の利用について

環 境 学 習
・地 域 （ア ザ メの 会 等 ）の 活 動
・小 中 学 生 の 総 合 学 習 の 場

調 査 ・研 究

・ア ザ メの 瀬 で の 研 究
・モ ニ タ リング 調 査

実 地 研 修

・技 術 者 の 養 成 の 場

『人 と生 物 の ふ れ あ いの 再 生 』という目 標 に 沿 って、今 後 も

継 続 的 に 「ア ザ メの 瀬 」が 利 活 用 され ていくた め の ３つの 柱

▲第38回検討会にて決定された絵

第
5
回
検
討
会
に
て
だ
さ

れ
た
住
民
構
想
イ
メ
ー
ジ

▲第37回検討会にて提示した絵

▲▲ 現地説明会

▼ 対面式検討会

トンボ池

湿田

蓮池

ジュンサイ池

クワイ田
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「平成「平成1616年度年度 アザメの瀬研究報告会」アザメの瀬研究報告会」

第３回第３回 イダ嵐見学会イダ嵐見学会～アザメの会主催～～アザメの会主催～ H17.3.20H17.3.20

H1H1７７.3.10.3.10～～1111
平成１６年度　アザメの瀬研究報告会　次第
日時　　：　　平成１７年３月１０日 （木）～１１（金）
場所　　：　　佐賀県唐津市相知町　元佐里小学校　ヒノコチ学舎　大会議室

11日

休憩（１５分）

発表１５分

質疑５分

備考

意見交換会はビジターセンター内にて

15:30

自然再生事業による生物相復元効果の
指標開発

H16年度調査報告及び今後の予定

平成１6年度　アザメの瀬研究報告会　　　元佐里小学校　ヒノコチ学舎　大会議室

発表１５分

質疑５分

アザメの瀬における植生復元への土壌
シードバンク利用可能の評価
アザメの瀬再生過程における土壌養分と
バイオマスの評価

10日 アザメの瀬自然再生過程で復元する植物
種の自然適性に関する生態遺伝的評価

アザメの瀬における氾濫流と植生域の拡
大について

備考

CVMによるアザメの瀬の経済価値評価に
関する研究

時間 発表者 内容

10:00 アザメの瀬現地見学

中島敦史（和歌山大学）

意見交換会

終了

島谷幸宏（九州大学）
代理：池松　伸也

イネ科草本群落の成立と哺乳類の動向
～特にカヤネズミの移入・定着～

11:00 意見交換会

時間 内容

開会あいさつ

【受託研究者報告】

桜井慎一（日本大学）

西廣　淳（東京大学）

望月俊宏（九州大学）

増田泰久（九州大学）

山口裕文（大阪府立大学）

15:10

17:00

13:45

14:05

14:25

14:40

16:00

16:10

15:50

13:00

13:05

13:25

山口会長（アザメの会） アザメの会の現在と今後の活動状況 発表１０分

　①現状報告（事務所）
　②意見交換会

・今年度現状報告（調査結果、工事概要）
・来年度以降の工事説明
・利活用について

休憩（１０分）

今年で３回目となるイダ嵐見学会では、アザメの会による投網講座やイダ料理を振る舞ったり

しました。肝心のイダ嵐は、前日の出水で上流まで行ってしまっており、見ることは出来ません
でした。前日、イダが上がっていくのを見た人によると、『イダの群れがひしめきあいながら、
松浦川を上がっていった』とのことでした。やはり、なかなか見学会で見ることは難しいですね。
今後はビデオ撮影でその様子を納め、見学会で小学生やイダ嵐を知らない方々にも見られるよう
にすれば、もっといいイダ嵐見学会になりそうです！！

今年のアザメの瀬研究報告会は、ひのこち学舎（元

佐里小学校）で行いました。元小学校だけあって、
雰囲気がすごく和やかで、研究者の先生方も昔に
戻ったような気分になれたと思います。１日目は研
究報告会を、２日目は現地見学会を行いました。発
表者の方々の内容は横の表の通りです。

←研究報告会の参加

人数はおよそ３０名
ほどで、発表会の後
はみんなで懇親会を
行いました。

→平日の昼間と言う

こともあり、最初は
参加人数が少なかっ
たですが、後からど
んどん増えました。

↑みんな子供の頃に

戻ったように夢中で
投網をうってるよう
に見えました。

↑イダを料理中！さばいたイダは皆の口

の中へ。料理している久我さんと松本さ
んは、こっそり、つまみ食いしてました。

参-72



アザメ新聞アザメ新聞 平成１７年 ８月２５日発行 Ｖｏｌ．２２

アザメ新聞は相知町佐里下地区で行われている自然再生事業の進展をお伝えする新聞です。
この事業は住民参加の事業で、どなたでも検討会に参加できます。
Vol.２１では第37､38回検討会、平成16年度アザメの瀬研究報告会の内容をお伝えしました 。
Vol.２２では、第40,41,42回検討会の内容をお伝えします。

第４０回アザメの瀬検討会第４０回アザメの瀬検討会 H1H1７７..４４.2.2７７
今回でなんと４０回目のアザメの瀬検討会が開催！！！
今回は、平成１７年度の工事内容について議論しました。今年度の工事は、①環境学習施

設（仮称）②上流部の池③湿田及びトンボ池の創出です。

今年度、アザメの瀬がほぼ完成しますので、みなさんも真剣に議論しました。

第４１回アザメの瀬検討会第４１回アザメの瀬検討会 H17.H17.６６..７７
今回は、８月に完成する施設について、親しみを持ち今後活用して頂けるような名前につい

て、募集を行い施設名に関する意見交換を行いました。また、前回の検討会で観測施設へのｱｸｾ
ｽについて、「階段は、１箇所より２箇所あったほうが便利」との意見があり、再度、階段の位
置について議論しました。

議論した結
果、安全性と
景観を考え
湿田に近い
ほうのみ設
置することと
なった。

◎前回の検討事項であった階段設置について・・・

①意見として、湿田は４反（たん）あるが、例えば上の２反しか使用しない場合の排水はどうするの？
排水ルートを
設けることはできない？
②湿田から観測施設へのアクセスについて市道からのルートがあるが、他にも階段をつけてすぐ行けるように
できないか？
↓
①結果、利活用面等考慮し湿田に排水ルート（１反又は２反使用した場合の排水ルート）を設置！！！
②次回検討会で案をだす
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第４２回アザメの瀬検討会第４２回アザメの瀬検討会 H17.7.26H17.7.26
今回は、前回募集した環境学習施設（仮称）の名称決定と東京学芸大学 吉富友恭助教授を

招いて８月完成を予定している学習施設の展示パネル内容と施設内の展示物整備について、検
討会参加者に対してアンケートを行いました。施設内の展示物整備に関するアンケートの方法
については、意見聴取の方法にて行いました。

みなさんから、募
集を行いさまざま
な建物の名前が
出されました。中
でもより支持が多
かったベスト３に
入った名前に対し
ての応援説をして
頂き、最終的にき
まった名前は・・・

『松浦川 アザメの瀬自然環境学習センター』
つづいて、既存展示パネル及び建物の整備の検討について・・・

▲東京学芸大学 助教授 吉富友恭先生

▼展示パネルアンケート風景

意見聴取の方法は、名刺ｻｲｽﾞの何も書いていない紙に施設の中に①どんなものがあったらいいか②どんなも
のがあったらいいかという内容で、1枚の紙に1つだけ要望を記入してもらいます。
その結果を地元の立場、研究者の立場、行政の立場での意見をまとめ、整備方針をまとめます。

アザメの瀬自然環境学習センター内の整備については、今後皆さんの意見をとりまとめて、建物
の整備へと活かしていこうと思います。こうご期待で～す！！！

専門用語が
ね・・・。

あと、文字を
大きくしてほ
しいなあ。
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